
「
文
化
委
員
会
」
は
、
大
学
祭
の
企
画
や
運
営

等
を
行
な
う
も
の
で
、
上
野
・
宇
野
・
鎌
田
・

山
川
の
４
名
が
、
「
体
育
委
員
会
」
は
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
企
画
や
運
営
等
を
行
な
う

も
の
で
、
今
堀
・
大
町
・
川
村
・
森
の
４
名
が

選
ば
れ
、
「
情
報
委
員
会
」
は
、
び
わ
こ
シ
ニ

ア
ネ
ッ
ト
内
の
米
原
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情

報
の
提
供
等
を
行
う
こ
と
で
、
北
川
・
北
村
・

藤
本
の
３
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
「
地
域
活
動

委
員
会
」
は
、
地
域
活
動
体
験
学
習
の
推
進
や

報
告
会
の
運
営
等
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
の
企
画

や
運
営
を
行
な
う
こ
と
で
、
桂
田
・
川
﨑
・
須

田
・
前
田
の
４
名
が
選
ば
れ
、
「
課
題
学
習
委

員
会
」
は
、
２
年
次
の
課
題
学
習
報
告
書
の
編

集
等
を
行
う
こ
と
で
、
植
谷
・
清
水
・
廣
田
の

３
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
組

織
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
親
睦
会
の
企
画
や

運
営
を
行
う
メ
ン
バ
ー
に
、
桂
田
・
川
﨑
・
廣

田
・
前
田
の
各
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
入
学
式
後
に
園
芸
学
科
米

原
校
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
が
最
初
に
顔
を
合

わ
せ
た
記
念
す
る
日
で
あ
り
、
午
前
に
は
、
レ

イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
米
原
校
事
務
局
か
ら
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
の
設
置
趣
旨
に
始
ま
り

学
習
目
標
、
必
須
講
座
や
選
択
講
座
、
学
校
行

事
、
履
修
計
画
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
番
に
当
た
っ
た
日
「
当
番
は
何
を

す
る
の
か
」
等
の
具
体
的
な
取
り
組
み
方
や
、

今
後
の
学
習
上
の
心
構
え
や
各
委
員
会
を
運
営

方
法
、
異
常
時
の
「
緊

急
連
絡
網
」
の
整
備
で

緊
急
時
に
お
け
る
ス
ム

ー
ズ
な
連
絡
が
で
き
る

こ
と
で
園
芸
学
科
の
新

体
制
が
ス
タ
ー
ト
を
し

ま
し
た
。

前
期
選
択
講
座
を
、
十
月
十
九
日
文
化
産
業

交
流
会
館
、
第
２
会
議
室
で
受
講
し
ま
し
た
。

第
１
回
目
と
な
る
講
座
は
、
講
師
に
樹
木
医

で
あ
る
田
上

知
氏
を
迎
え
「
庭
木
の
こ
と
を

理
解
し
よ
う
。
滋
賀
県
の
巨
木
・
名
木
紹
介
」

を
テ
ー
マ
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
第
１
回
目
と
い
う
こ
と
で
樹
木

の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
、
人
間
に
役
立
つ

木
の
実
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
無
患
子
（
ム
ク

ロ
ジ
）
は
皮
を
む
い
て
こ
す
れ
ば
洗
剤
の
代
わ

り
に
使
え
る
こ
と
。
ま
た
、
ブ
ナ
科
で
「
ど
ん

ぐ
り
」
の
仲
間
で
あ
る
シ
イ
や
ナ
ラ
の
実
く
の

に
つ
い
て
、
中
に
は
食
べ
ら
れ
る
も
の
と
食
べ

編
集
後
記

平
成
２
８
年
１
０
月
２
５
日
発
行
「
第
３
９
期
・
園
芸

学
科
通
信
創
刊
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
米
原
校
に
入
学
し
、
情
報
委
員
会

に
所
属
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
提
供
や
運
用

が
メ
イ
ン
で
す
が
「
園
芸
学
科
通
信
」
の
発
行
も
園
芸
に

関
す
る
よ
り
良
い
情
報
の
提
供
が
出
き
る
の
で
は
な
い
の

か
？
と
考
え
て
発
行
す
る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

創
刊
号
の
記
事
内
容
は
、
必
須
講
座
よ
り
選
択
講
座
を

取
り
上
げ
る
こ
と
が
、
園
芸
学
科
に
と
っ
て
よ
り
良
い
内

容
を
お
届
け
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
以
後
の
記
事

内
容
も
創
刊
号
を
踏
襲
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
「
園
芸
学
科
通
信
」
を
充
実
し
た
内
容
の
誌
面

と
す
る
た
め
に
投
稿
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

佳
）

◆

・
選
択
講
座
を
受
講
す
る

◆

～
庭
木
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う

滋
賀
県
の
巨
木
・
名
木
紹
介
～

・
講
師

樹
木
医

田
上

知

氏

■

園
芸
学
科
の
新
体
制
が
決
ま
る

■

学

科

長
・
水
原

弥
一
さ
ん

副
学
科
長
・
田
中

正
幸
さ
ん

会

計
・
杉
村
百
合
子
さ
ん

我
が
米
原
校
園
芸
学
科
生
２
１
名
は
、
期
待

と
不
安
を
持
ち
な
が
ら
も
、
地
域
に
貢
献
す
る

た
め
の
方
法
を
勉
強
す
る
こ
と
や
仲
間
を
作
る

こ
と
の
面
白
さ
、
い
ろ
ん
な
活
動
を
す
る
こ
と

の
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
で
大
学
生
活
を
満
喫
す

る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
入
学
許
可
証
を
得
る
に
は
ど
う
す

す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
の

設
立
趣
旨
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
の
募
集
要
項
に

は
『
６
０
歳
か
ら
の
学
び
舎
・
新
し
い
仲
間
と

の
出
会
い

～
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
で
学
び
、

多
く
の
仲
間
と
新
し
い
自
分
に
出
会
っ
て
み
ま

せ
ん
か
～

』
の
も
と
、
設
置
の
趣
旨
「
人
生

８
０
年
時
代
を
迎
え
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
へ

の
意
欲
の
高
ま
り
に
応
え
、
高
齢
者
が
新
し
い

知
識
、
教
養
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
地
域
の
担

い
手
と
し
て
登
場
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た

め
」
と
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

園
芸
学
科
に
入
学
し
た
２
１
名
は
、
趣
旨
を

理
解
の
う
え
募
集
に
応
募
し
、
厳
正
な
選
考
を

受
け
た
結
果
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

一
■

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
「
第
３
９
期
入
学
式
」
を
挙
行

■
一

～

平
成
２
８
年
度
・
草
津
校
及
び
米
原
校

～

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
第
３
９
期
生
の

入
学
式
が
、
平
成
２
８
年
１
０
月
４
日
（
火
）

１
０
時
か
ら
、
草
津
市
笠
山
に
あ
る
滋
賀
県
立

長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
「
滋
賀
県
レ
イ
カ

デ
ィ
ア
大
学
草
津
校
」
で
挙
行
さ
れ
、
我
が
園

芸
学
科
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
ま
し
た
。

入
学
式
会
場
と
な
っ
た
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
教
室
で
は
、
県
関
係
者
を
は
じ
め
多
く

の
来
賓
の
隣
席
の
も
と
、
米
原
校
や
草
津
校
で

学
ん
で
い
る
上
級
生
で
あ
る
第
３
８
期
生
や
レ

イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
関
係
者
の
参
列
の
な
か
厳
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
式
の
辞
の
あ
と
国
歌
及
び
校
歌
の
斉
唱
、

そ
の
後
、
入
学
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
、
第
３

９
期
生
の
代
表
に
「
入
学
許
可
証
」
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

渡
邊
学
長
の
挨
拶
、
池
永
副
知
事
の
祝
辞
が

あ
り
、
３
９
期
生
を
代
表
し
て
、
草
津
校
園
芸

学
科
Ａ
の
金
崎
さ
ん
が
高
ら
か
に
宣
誓
し
て
式

典
を
終
え
ま
し
た
。

今
回
入
学
を
許
可
さ
れ
た
の
は
、
米
原
校
３

９
名
、
草
津
校
１
３
６
名
の
合
計
１
７
５
名
で
、

米
原
校
に
お
い
て
は
、
園
芸
学
科
２
１
名
、
北

近
江
文
化
学
科
１
０
名
、
健
康
づ
く
り
学
科
８

名
が
入
学
許
可
証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
９
期
・
園
芸
学
科
で
は
、
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
後
の
ク
ラ
ス
活
動
で
、
第
３
８
期
園

芸
学
科
２
回
生
で
あ
る
藤
原
学
科
長
と
中
川
会

計
担
当
２
人
の
臨
席
の
も
と
ク
ラ
ス
委
員
の
選

出
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
園
芸
学
科
ク
ラ
ス
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
、
学
科
長
・
副
学
科
長
・
会
計
の
３
名

を
選
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
学
科
長
に
水

原
弥
一
さ
ん
、
副
学
科
長
に
田
中
正
幸
さ
ん
、

会
計
に
杉
村
百
合
子
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
園
芸
学
科
に
は
ク
ラ
ス
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
や
活
動
内
容
に
つ

い
て
は
「
文
化
委
員
会
、
体
育
委
員
会
、
情
報

委
員
会
、
地
域
活
動
委
員
会
、
課
題
学
習
委
員

会
、
親
睦
担
当
委
員
会
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
会
に
属
す
る
各
委
員
を
選
出
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
内
容
に
沿
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。文

化
、
体
育
、
情
報
、
地
域
活
動
、
課
題
学

習
、
親
睦
会
担
当
の
各
委
員
会
の
活
動
内
容
と

所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り

で
す
。

ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
授
業
で
は
、
先
生
が
事
前
に
電
子
レ
ン

ジ
で
食
べ
れ
る
状
態
に
し
た
シ
イ
の
仲
間
で
あ

る
「
ス
ダ
ジ
イ
」
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
食
し
て
み
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
「
滋
賀
県
の
巨
木
・
名
木
」

と
題
し
、
滋
賀
県
内
に
あ
る
数
多
く
の
巨
大
な

樹
木
や
名
木
と
言
わ
れ
て
い
る
樹
木
を
中
心
に

画
像
を
見
な
が
ら
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
、
滋
賀
県
内
の
山
々
に
は
、
地
上
１
・

３
メ
ー
ト
ル
の
幹
周
り
が
３
メ
ー
ト
ル
以
上
あ

る
「
巨
木
」
や
名
木
が
、
１
千
本
以
上
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
講
義
は
先
生
が
選
ん
だ
樹
木

を
、
写
真
の
映
像
を
見
な
が
ら
樹
齢
や
幹
回
り

樹
高
等
、
樹
木
そ
れ
ぞ
れ
の
い
わ
れ
や
生
育
状

況
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
時
に
紹
介
さ
れ
た
巨
木
・
名
木
は
以
下

の
通
り
で
す
。

１
．
天
川
命
神
社
の
イ
チ
ョ
ウ

・
長
浜
市
高
月
町
雨
森

今
回
の
講
義
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
ど
ん
ぐ

り
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
調
べ
て
み
ま

し
た
。

『
ク
ヌ
ギ
や
カ
シ
な
ど
、
ブ
ナ
科
植
物
の
実

を
総
じ
て
ど
ん
ぐ
り
と
呼
び
ま
す
。
温
暖
な
土

地
に
生
育
す
る
常
緑
で
高
く
な
る
樹
木
で
、
比

較
的
丈
夫
で
巨
木
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
各
地

で
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

ど
ん
ぐ
り
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
と
な
る

で
ん
ぷ
ん
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
森

の
動
物
達
に
は
大
切
な
食
料
。
私
た
ち
人
間
も

縄
文
時
代
に
は
主
食
と
し
て
食
べ
て
お
り
、
ま

た
戦
時
中
な
ど
の
食
糧
難
に
よ
る
飢
え
を
し
の

ぐ
大
切
な
食
料
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
大
体
の

ど
ん
ぐ
り
は
渋
み
が
強
く
ア
ク
抜
き
し
な
い
と

食
べ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回

講
義
で
試
食
し
た
「
ス
ダ
ジ
イ
の
実
（
シ
イ
の

実
）
」
や
「
マ
テ
バ
シ
イ
の
実
」
は
、
渋
み
が

少
な
く
食
べ
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ダ
ジ
イ
の
殻
は
、
ど
ん
ぐ
り
の
頭

に
あ
る
帽
子
の
よ
う
な
殻
（
殻
斗
）
で
は
な
く

て
、
実
の
部
分
を
す
っ
ぽ
り
覆
っ
て
ま
す
が
、

実
が
熟
す
と
殻
斗
の
先
端
が
割
れ
て
実
が
顔
を

の
ぞ
か
せ
ま
す
。
ス
ダ
ジ
イ
は
開
花
す
る
年
に

実
は
な
ら
ず
翌
年
の
秋
に
な
り
ま
す
。
ス
ダ
ジ

イ
の
実
は
２
年
か
か
っ
て
実
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

そ
の
後
は
「
ど
ん
ぐ
り
」
は
食
べ
る
こ
と
が

出
来
る
だ
け
で
な
く
、
木
の
実
を
使
用
し
た
工

作
と
い
う
こ
と
で
「
ど
ん
ぐ
り
」
を
使
っ
た
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
風
景
の
中
で
何
気
な
く
見

過
ご
し
て
し
ま
う
樹
木
や
、
そ
こ
に
植
わ
っ
て

い
る
の
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
樹
木
で
す

が
、
こ
の
講
義
を
通
し
、
身
近
に
あ
る
木
々
に

も
目
配
り
を
し
、
見
直
す
機
会
が
増
え
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

２
．
黒
田
の
ア
カ
ガ
シ

・
長
浜
市
木
之
本
町
黒
田
の
大
沢
集
落

の
裏
山
、
竹
林
の
中
に
あ
り
ま
す

３
．
八
幡
神
社
の
野
上
ケ
ヤ
キ

・
長
浜
市
高
月
町
柏
原

４
．
池
寺
の
ヒ
イ
ラ
ギ

・
犬
上
郡
甲
良
町
池
寺

５
．
了
徳
寺
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ

・
米
原
市
醒
ヶ
井

※

毎
年
秋
に
な
る
と
銀
杏
を
実
ら
せ
ま
す

が
、
葉
面
上
に
実
を
つ
け
る
こ
と
か
ら

国
指
定
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

６
．
清
滝
の
イ
ブ
キ

・
米
原
市
清
滝
字
塔
ノ
中

◆

・
選
択
講
座
を
受
講
す
る

◆

～
樹
木
管
理
の
基
本

木
を
診
る

木
を
知
る
～

・
講
師

樹
木
医

北
村

正
隆

氏

十
月
二
十
八
日
、
選
択
講
座
「
樹
木
管
理
の

基
本
」
の
受
講
を
第
２
会
議
室
で
受
講
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
樹
木
医
で
あ
る
北
村
正
隆
氏
の

講
義
で
樹
木
を
管
理
す
る
上
で
「
木
を
診
る
こ

と
、
木
を
知
る
こ
と
」
を
重
点
に
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
樹
木
に
対
す
る
心
構
え
「
自
分
が
楽

し
ん
で
や
る
こ
と
。
樹
木
に
関
心
を
持
っ
て
接

す
る
こ
と
。
良
い
樹
木
を
見
る
こ
と
。
」
こ
の

こ
と
が
樹
木
に
対
す
る
良
い
目
を
養
い
、
勉
強

す
る
こ
と
が
出
き
る
と
。
樹
木
医
で
あ
る
講
師

の
重
み
の
あ
る
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

「
樹
木
と
は
何
か
」
種
は
何
処
に
で
も
動
か

せ
る
こ
と
が
出
き
る
が
、
樹
木
は
場
所
を
動
か

す
こ
と
が
出
き
な
い
の
で
、
そ
の
条
件
を
変
え

て
や
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
樹
木
の
歴
史
、
光
合
成
の
し
く
み
、
木
と
草

の
違
い
、
樹
木
の
肥
大
生
長
、
樹
木
の
上
長
成

長
、
良
い
土
と
は
、
肥
料
の
役
割
」
な
ど
、
樹

木
が
生
長
す
る
た
め
の
条
件
を
。
ま
た
、
樹
木

の
生
長
に
弊
害
と
な
る
病
害
虫
や
無
茶
な
剪
定

に
よ
る
樹
勢
が
衰
え
た
り
、
枝
枯
れ
や
木
材
腐

朽
（
く
さ
れ
）
の
原
因
と
な
る
こ
と
な
ど
。
こ

れ
か
ら
勉
強
す
る
樹
木
管
理
の
基
本
を
受
講
し

ま
し
た
。

滋賀県レイカディア大学・米原校
園芸学科情報委員会 発行


